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四（台湾）
【問題】台湾現地学習において現地の数学の問
題集や，参考書，書籍等に触れ，そこから得ら
れたテーマについて考察しなさい。
【生徒の解いた問題】解答は省略する。
①6辺の長さが与えられた四面体の2つの面のな
す角を求める問題
②三垂線の定理を用いた求値問題（2つの班）
③工場の作った帽子4色，衣3色，靴3色につい
て，藍の帽子には必ず白の衣を合わせ，紅の帽子
には灰色の靴は合わせないとき，何組のセットが
あり得るか？
④AB=3,zA=60｡AC=tの△ABCの外接円の半
径Rと内接円の半径7の比を求める問題
⑤（オランダの問題)M&Hという衣料品店に左
手袋9つ，右手袋6つが売られている。ローラが
同時に8個を掴むとき，次の確率は？
（α）4組セットができる
(6)lつもペアができない
(c)少なくとも2組ペアができる
【生徒の感想・発見】
・日本では線分ABと書くが，台湾ではAB
・日本では右下に「，。」
台湾では真ん中に「，。」
・他国の問題解くの楽しい。
・日本の問題とあまり変わらない。
･オランダ人の友達に英訳してもらって，オランダ
の問題にも挑戦しました。（⑤）
4．おわりに
最後の3人一組での発表は，「学習内容の深化」
という点からいえば，今一つかもしれない。折角各
自のエキスパート課題を深めてきたのだから，同一
テーマの他のクラスの発表を見て回れば，もっと内
容を深めることができたに違いない。
しかし，「学習内容の深化」を多少後回しにして
でも，「他の皆もこんなに頑張っていたんだ！」と
いう実感を得て欲しかった。そのためには，エキス
パート課題でないものでの相互発表は是非ともやっ
て欲しかった。
また，課題「台湾」も，数学Aの課題学習のテー
マとして適当か？と言われれば，疑問符が付くだろ
う。今回の3班は奇跡的に（意図的に？）台湾やオ
ランダの空間図形，場合の数，平面図形など「数
学A」の内容を盛り込んだのでセーフかもしれない
が，課題の提示が大雑把すぎたのは否めない。
しかし，当初の目的であった「みんな頑張ってい
る！」事を実感する題材としては，国内だけでな
く，修学旅行で訪れた台湾の学生達の取り組んでい
る問題にも触れて欲しかった。想定を超えてオラン
ダの問題にまで取り組んでくれたのだが。
最後に，回図形を選んだある生徒の感想を紹介し
てこの稿を閉じたいと思う。
「…訳の分からない解法を考えられるだけ書き出
した。ずいぶんと遠回りをした。お風呂のとき，歯
みがきのとき，バスのとき，少し頭を使わないボー
ッとする時間があるとすぐPQ+QR+RPが最小に
なるってどうやって証明できるんだろう??と頭の中
でぐるく翰る考えていた。同じ回を選んだ人と，どう
やったらできるのか色々意見を交わした結果，やっ
と前ページの答えに落ち着いたのである。…私たち
が学校で数学を学ぶのは，数学が私たちに感動と，
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